
 

      

Ⅰ 

「
現
代
評
論
」
創
刊
号 

  

日
野
啓
三
の
昭
和
二
十
九
（
一
九
五
四
）
年
後
半
期
の
文
業
で
目
に
立
つ
の
は
、

「
現
代
評
論
」
に
所
掲
の
諸
稿
で
あ
る
。
「
現
代
評
論
」
は
、
奥
野
健
男
と
日
野

啓
三
と
が
語
ら
い
「
立
場
を
越
え
た
新
し
い
評
論
同
人
誌
を
計
画
」
。
「
現
代
の

現
実
」
に
対
す
る
「
批
判
機
能
」
「
批
評
精
神
」
を
発
現
す
る
た
め
に
、
奥
野
健

男
、
菊
地
昭
吾
、
清
岡
卓
行
、
都
留
晃
、
野
島
薫
、
服
部
達
、
伴
野
達
也
、
日
野

啓
三
、
村
松
剛
の
九
名
を
編
集
委
員
と
し
て
創
刊
さ
れ
た
。
創
刊
号
「
編
集
後
記
」

に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
言
説
が
あ
る
。 

  
 
 

現
代
の
現
実
に
対
す
る
と
き
、
僕
達
の
精
神
は
必
然
的
に
批
評
の
か
た
ち

を
と
つ
て
あ
ら
わ
れ
る
。
現
代
の
あ
ら
ゆ
る
既
成
秩
序
が
、
僕
達
の
生
存
と

自
我
の
成
長
を
軛
殺
し
よ
う
と
か
か
つ
て
い
る
と
き
、
僕
達
は
反
対
し
、
そ

れ
ら
を
否
定
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
し
か
、
自
己
を
主
張
す
る
こ
と
も
表
現
す

る
こ
と
も
で
き
な
い
。
悪
し
き
時
代
の
子
は
、
創
造
よ
り
批
判
を
、
建
設
よ

り
破
壊
を
、
肯
定
よ
り
否
定
を
、
先
行
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
僕
達
の
前
に

あ
る
現
実
の
壁
に
つ
き
さ
さ
り
、
つ
き
や
ぶ
る
こ
と
に
よ
つ
て
の
み
、
新
し

い
道
は
拓
か
れ
、
新
し
い
も
の
を
産
み
出
し
得
る
。 

 
 
 

そ
し
て
今
日
に
お
い
て
は
、
小
説
も
詩
も
美
術
も
、
ま
た
科
学
も
、
そ
の

底
に
批
評
を
内
包
せ
ず
し
て
は
存
在
し
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
僕
達
が
こ
の
雑

誌
を
「
現
代
評
論
」
と
名
付
け
た
の
は
、
単
に
狭
い
意
味
で
の
評
論
の
ジ
ヤ

ン
ル
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
現
代
に
対
す
る
こ
の
よ
う
な
精
神
の
批
判

機
能
、
批
評
精
神
そ
の
も
の
を
指
し
て
で
あ
る
。 

 

戦
後
簇
生
し
、
若
い
世
代
の
文
業
を
掲
げ
て
き
た
諸
雑
誌
の
う
ち
、
「
人
間
」

（
昭
和
二
十
一
年
一
月
創
刊
、
昭
和
二
十
六
年
八
月
終
刊
）
「
展
望
」
（
昭
和
二

十
一
年
一
月
創
刊
、
昭
和
二
十
六
年
九
月
終
刊
）
「
綜
合
文
化
」
（
昭
和
二
十
二

年
七
月
創
刊
、
昭
和
二
十
四
年
一
月
終
刊
）
「
個
性
」
（
昭
和
二
十
三
年
一
月
創

刊
、
昭
和
二
十
四
年
一
月
終
刊
）
等
が
次
々
と
廃
刊
。
「
近
代
文
学
」
に
昔
日
の

勢
い
が
な
く
な
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
旧
制
一
高
出
身
者
に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
て

い
た
「
世
代
」
（
昭
和
二
十
一
年
七
月
創
刊
）
も
、
昭
和
二
十
八
年
二
月
に
終
刊

し
、
村
松
剛
、
清
岡
卓
行
、
大
野
正
男
、
浜
田
新
一
な
ど
の
若
い
評
論
家
や
詩
人

た
ち
が
、
自
分
達
の
発
表
の
場
を
索
め
て
い
た
。
「
〈
座
談
会
〉
『
近
代
文
学
』

の
功
罪
」
（
「
近
代
文
学
」
第
十
九
卷
第
三
号
、
昭
和
三
十
八
年
八
月
一
日
付
発

行
、
終
刊
号
）
で
、
日
野
啓
三
は
「
『
近
代
文
学
』
が
あ
る
時
期
か
ら
急
に
つ
ま

ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
は
、
た
し
か
だ
」
と
い
い
、
「
一
回
、
譲
り
渡
す
と
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日
野
啓
三　

昭
和
二
十
九
年
の
文
業
（
下
）

山　

内　

祥　

史



 

い
う
問
題
が
あ
っ
た
」
が
「
受
け
継
」
が
な
か
っ
た
と
い
う
。
「
僕
達
は
ど
う
し

て
も
自
分
達
の
手
で
発
表
の
場
を
つ
く
ら
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
想
い
を
強
く

し
て
「
僕
達
、
若
い
世
代
は
、
各
々
の
小
さ
な
殻
を
破
り
捨
て
て
、
こ
の
「
現
代

評
論
」
に
結
集
し
た
。
「
現
代
評
論
」
は
縦
絲
に
小
説
・
詩
を
は
じ
め
す
べ
て
の

芸
術
を
貫
ぬ
く
批
評
精
神
を
、
横
絲
に
単
に
芸
術
だ
け
で
な
く
、
社
会
、
人
間
、

自
然
、
の
す
べ
て
の
分
野
を
統
一
す
る
広
い
評
論
と
い
う
ジ
ヤ
ン
ル
を
打
ち
建
て

た
い
。
」
と
考
え
た
と
い
う
。
当
時
二
十
歳
代
前
半
か
ら
三
十
歳
代
前
半
ま
で
の

若
手
評
論
家
の
精
鋭
を
糾
合
し
、
「
現
代
評
論
」
は
創
刊
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

雑
誌
発
行
の
中
核
に
な
っ
た
の
は
、
創
刊
号
と
第
二
号
と
の
奥
付
に
「
編
集
人
」

と
し
て
氏
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
奥
野
健
男
と
、
第
二
号
に
「
編
集
後
記
」
を
掲

載
し
て
い
る
日
野
啓
三
と
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
創
刊
号
の
「
編
集
後
記
」
は

無
署
名
だ
が
、
筆
致
か
ら
推
し
て
日
野
啓
三
の
手
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
が
、
確
証
は
な
い
。 

 

創
刊
号
は
「
昭
和
二
十
九
年
五
月
二
十
日
印
刷
／
昭
和
二
十
九
年
六
月
一
日
発

行
」
「
編
輯
人 

奥
野
健
男
」
「
発
行
人 

波
良
彰
一
郎
」
「
発
行
所 

東
京
都

千
代
田
区
神
田
駿
河
台
三
ノ
五 

現
代
文
学
社
」
「
印
刷
所 

大
同
印
刷
株
式
会

社
」
で
あ
っ
た
。
創
刊
号
に
所
掲
の
諸
稿
を
目
次
に
準
じ
て
示
す
と
次
の
よ
う
で

あ
る
。 

  

特
集
・
現
代
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

7
～
40 

 
 

後
進
国
に
お
け
る
現
代
の
課
題
―
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
か
え
て
― 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日
野 

啓
三 

7
～
18 

 
 

現
代
思
想
の
基
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

村
松 

 

剛 

19
～
28 

 
 

方
法
敍
説 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

服
部 

 

達 

29
～
40 

 

現
代
評
論 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

71
～
85 

 
 

⑴
ジ
ョ
ア
ン
・
ミ
ロ
論
―
現
代
絵
画
の
あ
だ
花
― 

東
野 

芳
明 

71
～
75 

 
 

⑵
新
劇
の
二
元
性 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

野
島 

 

薫 

76
～
77 

 
 

⑶
現
代
音
楽
小
論
―
ド
デ
カ
フ
ォ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
― 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

矢
島 

繁
良 

78
～
79 

 
 

⑷
ソ
ヴ
エ
ト
に
お
け
る
現
代
詩 

 
 
 
 
 
 

工
藤 

幸
雄 

80
～
81 

 
 

⑸
現
代
の
神
話 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日
野 

啓
三 

82
～
85 

 

存
在
と
形
成
―
キ
リ
ス
ト
者
の
リ
ア
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
― 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

佐
古
純
一
郎 

41
～
46 

 

現
代
の
ペ
ト
ロ
ニ
ウ
ス 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

木
内 

 

公 

47
～
51 

 

詩 

 
 

眼 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
岡 

 

信 

64
～
65 

 
 

二
重
の
未
来 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

清
岡 

卓
行 

66
～
69 

 
 

皿
を
焼
く
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

飯
島 

耕
一 

 
 
 
 

70 

 
 

地
下
生
活 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
森 

忠
行 

114
～
115 

 

職
場
と
文
学
（
文
学
時
評
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

高
原 

西
蔵 

101
～
103 

 

マ
ル
キ
・
ド
・
サ
ド
評
伝 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

遠
藤 

周
作 

104
～
109 

反
逆
の
倫
理
―
マ
チ
ウ
書
試
論
― 

 
 
 
 
 
 

吉
本 

隆
明 

52
～
63 

 
芥
川
龍
之
介
論
―
枠
の
構
造
に
つ
い
て
― 

 
 
 

大
野 

正
男 

86
～
94 

 

中
野
重
治
論
―
評
価
の
基
準
― 

 
 
 
 
 
 
 

奥
野 

健
男 

95
～
100 

 

創
作 

 
 

鬼
剝
げ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

島
尾 

敏
雄 

110
～
117 

 

編
集
後
記 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

118 
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「
特
集
・
現
代
に
つ
い
て
」
卷
頭
の
日
野
啓
三
「
後
進
国
に
お
け
る
現
代
の
課

題
―
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
か
え
て
―
」
は
、
「
大
審
問
官
論
」
（
「
近
代
文
学
」
第

九
巻
第
三
号
・
昭
和
二
十
九
年
三
月
一
日
付
発
行
）
や
「
ア
ル
ベ
ー
ル
・
カ
ミ
ュ

と
正
義
―
『
正
義
の
人
々
』
に
つ
い
て
―
」
（
「
三
田
文
学
」
第
四
十
四
巻
第
四

号
・
昭
和
二
十
九
年
五
月
一
日
発
行
）
で
論
及
し
て
き
た
、
「
い
か
に
生
く
べ
き

か
」
「
わ
れ
ら
何
を
な
す
べ
き
か
」
と
い
っ
た
「
人
間
」
を
「
主
体
」
と
し
た
問

題
に
傾
倒
し
、
当
時
彼
が
取
組
ん
で
い
た
「
後
進
国
」
「
過
渡
期
」
「
知
識
人
」

等
の
う
ち
、
「
後
進
国
」
の
問
題
に
焦
点
を
絞
っ
て
包
括
的
に
論
及
し
た
も
の
で

あ
っ
た
。 

敗
戦
後
日
野
啓
三
は
、
「
経
済
構
成
の
土
台
に
、
社
会
生
活
の
隅
々
に
、
わ
れ

わ
れ
の
心
理
の
奥
深
く
に
ま
で
前
近
代
的
要
素
が
あ
ま
り
に
も
根
深
く
広
汎
に
残

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
は
っ
き
り
と
み
て
し
ま
っ
た
」
と
い
う
。
上
は
支
配
機
構
、

経
済
組
織
、
教
育
制
度
か
ら
、
下
は
人
々
の
日
常
の
習
慣
、
思
考
方
法
、
感
受
性
、

生
活
態
度
ま
で
、
前
近
代
的
な
遺
制
は
助
長
、
温
存
、
利
用
さ
れ
て
、
今
日
に
到

っ
て
い
る
。
「
古
式
ゆ
か
し
い
世
襲
君
主
制
と
巨
大
な
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
、
身
分
隷

属
的
な
雇
用
制
度
と
最
新
式
の
大
工
場
、
義
理
人
情
の
美
風
と
近
代
的
デ
カ
ダ
ン

ス
の
風
潮
と
が
渾
然
と
共
存
し
て
い
る
」
と
い
う
の
だ
。
「
前
近
代
の
矛
盾
、
擬

性
近
代
の
矛
盾
、
そ
し
て
社
会
主
義
へ
の
移
行
の
困
難
」
と
「
わ
れ
わ
れ
の
重
み

は
三
重
で
あ
る
」
と
み
て
、
日
野
啓
三
は
「
先
進
国
」
に
お
け
る
「
基
本
的
な
歴

史
法
則
」
を
次
の
よ
う
に
み
る
。 

  
 

封
建
的
前
近
代
が
資
本
主
義
的
近
代
に
と
っ
て
か
え
ら
れ
、
近
代
は
そ
の
勃

興
、
発
展
、
頂
上
の
過
程
を
経
て
や
が
て
爛
熟
、
行
詰
り
、
解
体
の
時
期
に

至
り
、
社
会
主
義
に
よ
っ
て
矛
盾
を
止
揚
さ
れ
る 

 

そ
の
限
り
「
資
本
主
義
的
近
代
」
と
「
社
会
主
義
」
と
は
、
「
発
展
段
階
を
異

に
す
る
別
な
二
つ
の
世
界
」
で
あ
り
、
「
近
代
化
」
と
「
社
会
主
義
化
」
と
は
「
同

時
に
遂
行
す
る
べ
き
も
の
」
で
は
な
く
「
二
者
択
一
」
で
あ
る
と
い
え
る
。
だ
が

日
野
啓
三
は
、
こ
の
「
近
代
化
」
と
「
社
会
主
義
化
」
と
を
、
切
り
は
な
す
こ
と

の
で
き
な
い
と
こ
ろ
に
、
「
後
進
国
の
特
殊
性
」
が
あ
る
、
と
い
う
の
だ
。 

「
西
欧
へ
の
劣
等
感
に
根
ざ
す
近
代
主
義
者
」
と
「
歴
史
的
必
然
に
よ
り
か
か

る
進
歩
主
義
者
」
と
は
、
「
後
進
国
の
条
件
を
無
視
」
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
こ

の
国
の
非
人
間
的
条
件
の
全
体
的
な
変
革
に
失
敗
す
る
」
の
だ
。
両
者
に
共
通
す

る
の
は
「
現
実
認
識
の
一
面
性
」
と
「
人
間
の
不
在
」
と
だ
と
い
う
。
「
近
代
の

た
め
の
近
代
化
、
歴
史
の
た
め
の
社
会
主
義
化
」
に
対
し
て
、
日
野
啓
三
は
「
人

間
の
た
め
の
近
代
化
と
社
会
主
義
化
と
の
同
時
遂
行
」
と
い
う
立
場
を
と
る
。「
前

近
代
的
な
残
存
物
の
徹
底
的
な
清
算
」
と
「
資
本
主
義
体
制
の
根
本
的
な
変
革
」

と
を
「
同
時
に
行
う
こ
と
こ
そ
わ
れ
わ
れ
の
課
題
で
あ
る
」
と
い
う
の
だ
。
そ
し

て
「
人
間
こ
そ
こ
の
世
界
に
意
味
あ
る
唯
一
の
存
在
で
あ
る
」
と
い
う
「
信
念
の

未
成
熟
の
状
態
」
が
、
こ
の
「
後
進
国
の
特
殊
性
」
だ
と
、
日
野
啓
三
は
批
判
す

る
。
日
野
啓
三
の
立
場
は
「
社
会
主
義
的
人
間
主
義
」
と
で
も
名
付
け
ら
れ
る
も

の
だ
。
「
コ
ン
ミ
ユ
ニ
ズ
ム
だ
け
が
わ
れ
わ
れ
に
自
由
と
平
等
と
正
義
と
幸
福
を

獲
得
す
る
可
能
性
を
具
体
的
に
指
示
す
る
唯
一
の
処
方
箋
で
あ
る
」
と
主
張
す
る

一
方
、
「
人
間
と
は
」
と
は
自
問
し
て
「
現
実
の
非
人
間
性
へ
の
反
抗
を
通
じ
て

不
断
に
人
間
的
で
あ
る
こ
と
を
自
ら
選
ぶ
自
覚
的
意
志
の
謂
い
だ
」
と
、
日
野
啓

三
は
い
う
。
「
人
間
」
と
し
て
生
き
る
た
め
に
「
歴
史
の
必
然
的
な
法
則
」
を
利
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用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
歴
史
」
を
こ
そ
「
人
間
の
手
段
」
と
す
る
こ
と
を
望
む

の
だ
。
「
現
存
秩
序
へ
の
反
抗
」
を
「
社
会
主
義
へ
の
展
望
の
下
に
行
う
」
と
い

う
の
が
、
日
野
啓
三
の
示
す
「
条
件
」
で
あ
っ
た
。 

 

「
こ
の
世
界
で
意
味
あ
る
も
の
は
人
間
だ
け
だ
」
と
、
当
時
の
日
野
啓
三
は
信

じ
続
け
て
い
た
。
「
他
人
の
不
幸
に
よ
っ
て
支
え
て
い
る
秩
序
の
中
に
居
心
地
よ

く
お
さ
ま
つ
て
い
る
こ
と
」
な
ど
多
く
の
「
不
合
理
」
多
く
の
「
屈
辱
」
多
く
の

人
々
の
「
悲
惨
な
生
活
」
の
余
り
に
も
多
い
こ
の
「
現
実
」
に
何
の
「
嫌
悪
」
も

「
反
撥
」
も
「
不
満
」
も
感
じ
な
い
こ
と
、
あ
る
い
は
そ
の
「
不
正
」
と
「
悲
惨
」

と
を
「
何
も
の
か
の
名
に
よ
っ
て
正
当
化
」
し
、
そ
の
「
存
続
に
同
意
を
与
え
る
」

こ
と
は
「
人
間
的
」
と
呼
ぶ
こ
と
は
で
き
な
い
。
現
在
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
「
秩

序
」
と
「
調
和
」
し
な
い
こ
と
、
「
明
ら
か
な
意
識
」
と
と
も
に
「
反
抗
と
い
う

倫
理
」
を
自
ら
に
課
す
こ
と
、
「
批
判
的
」
「
反
抗
的
」
と
い
う
こ
と
が
「
人
間

的
」
で
あ
る
こ
と
の
最
も
確
実
な
内
容
で
あ
る
、
と
考
え
る
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
ひ
と
つ
の
こ
と
を
、
「
そ
れ
だ
け
は
自
分
自
身
の
も
の
と
し
て
信
じ
ら
れ

る
」
故
に
、
こ
の
「
確
信
を
共
有
す
る
者
た
ち
」
が
集
ま
っ
て
「
現
代
評
論
」
を

創
刊
し
た
と
い
う
の
だ
。
こ
の
「
マ
ニ
フ
エ
ス
ト
」
を
貫
い
て
い
る
「
後
進
国
の

社
会
的
、
心
理
的
現
実
を
離
れ
て
は
だ
め
だ
」
と
い
う
態
度
、
「
近
代
化
と
い
う

操
作
も
自
分
の
足
許
か
ら
、
自
分
の
内
側
か
ら
行
わ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
態

度
は
、
「
近
代
文
学
」
の
強
い
態
度
で
、
日
野
啓
三
は
「
「
現
代
評
論
」
の
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
を
書
い
た
と
き
は
そ
の
影
響
が
あ
っ
た
」
と
回
想
し
て
い
る
。 

 

ま
た
「
現
代
評
論
」
欄
の
日
野
啓
三
「
現
代
の
神
話
」
は
、
⑴
現
代
絵
画
⑵
現

代
演
劇
⑶
現
代
音
楽
⑷
現
代
詩
に
続
く
⑸
と
し
て
、
現
代
世
界
の
政
治
的
状
況
を

論
じ
た
も
の
。
「
ソ
ヴ
エ
ト
の
侵
略
の
脅
威
」
と
い
う
「
現
代
の
神
話
」
を
手
が

か
り
に
、
ス
タ
ー
リ
ン
逝
去
後
の
ソ
ヴ
エ
ト
の
動
静
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
資
本
主

義
諸
国
の
ア
メ
リ
カ
と
日
独
、
ア
メ
リ
カ
と
英
仏
、
英
仏
と
日
独
等
の
各
国
間
の

矛
盾
を
考
察
し
て
、
「
米
ソ
原
爆
戦
は
な
い
と
い
う
希
望
」
は
、
「
第
三
次
帝
国

主
義
戦
争
の
不
可
避
性
と
い
う
絶
望
」
に
代
り
、
そ
の
と
き
こ
そ
「
わ
れ
わ
れ
に

変
革
の
機
会
が
提
供
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
希
望
」
が
生
ま
れ
る
、
と
論

じ
て
い
る
。
こ
れ
が
「
神
話
の
ヴ
ェ
ー
ル
を
剥
ぎ
と
っ
た
と
き
」
の
「
こ
の
時
代

の
現
実
」
で
あ
る
、
と
い
う
の
だ
。
の
ち
に
日
野
啓
三
は
「
死
に
つ
い
て
」
（
「
す

ば
る
」
第
十
四
巻
一
号
、
平
成
四
年
一
月
一
日
付
発
行
）
で
「
あ
の
こ
ろ
は
危
な

か
っ
た
。
朝
鮮
戦
争
直
後
、
ソ
連
が
五
十
メ
ガ
ト
ン
水
爆
を
つ
く
っ
た
こ
ろ
」
だ
、

と
語
っ
て
い
る
。 

 

却
説
「
現
代
評
論
」
の
創
刊
は
、
当
時
の
文
学
界
で
は
目
に
立
つ
出
来
事
で
、

各
誌
に
お
い
て
多
く
の
紙
幅
が
割
か
れ
て
紹
介
さ
れ
た
。
山
室
静
、
荒
正
人
、
佐

々
木
基
一
、
久
保
田
正
文
、
奥
野
健
男
、
平
野
謙
連
名
の
「
文
藝
時
評
」
（
「
近

代
文
学
」
第
九
巻
第
七
号
、
昭
和
二
十
九
年
七
月
一
日
付
発
行
）
に
は
、
つ
ぎ
の

よ
う
な
評
言
が
見
ら
れ
た
。
少
し
長
い
が
、
「
『
現
代
評
論
』
創
刊
号
」
の
評
言

全
体
を
引
用
し
て
お
こ
う
。 

  
 
 

こ
の
雑
誌
に
集
る
マ

マ

若
い
人
た
ち
は
、
彼
ら
自
身
も
予
期
し
て
い
な
か
つ
た

新
し
い
場
所
に
向
つ
て
大
き
く
踏
み
切
ろ
う
と
し
て
い
る
、
―
―
と
い
う
感

じ
を
強
く
受
け
る
。
彼
ら
が
み
ず
か
ら
何
か
新
し
い
も
の
を
予
感
し
て
、
と

い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
次
第
に
強
ま
る
現
実
の
圧
力
に
押
さ
れ
て
、
と
い
つ

た
方
が
正
し
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
と
に
か
く
現
在
の
日
本
と
い
う
み
か
け

以
上
に
複
雑
な
現
実
の
盲
点
を
手
さ
ぐ
り
で
さ
が
し
あ
て
よ
う
と
し
て
い
る

彼
ら
の
共
通
の
努
力
は
買
わ
れ
て
い
い
だ
ろ
う
。
近
頃
「
第
三
の
新
人
」
と

い
う
名
前
で
呼
ば
れ
て
い
る
三
十
代
の
小
説
家
た
ち
が
、
次
第
に
現
実
と
の
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妥
協
的
態
度
に
傾
き
が
ち
な
こ
と
と
比
べ
て
さ
ら
に
そ
の
感
が
深
い
。 

 
 
 

こ
の
創
刊
号
に
は
評
論
六
篇
、
評
伝
一
篇
（
マ
ル
キ
・
ド
・
サ
ド
）
、
詩

四
篇
、
小
説
一
篇
、
そ
れ
に
十
枚
位
の
短
い
論
文
五
つ
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
扱
う
対
象
、
対
象
に
迫
る
態
度
と
方
法
、
あ
る
い
は
そ
の
立
場

は
大
そ
う
区
々
だ
が
、
通
読
し
て
み
る
と
意
外
な
ほ
ど
共
通
の
主
題
同
じ
雰

囲
気
が
支
配
し
て
い
る
の
に
驚
く
。 

 
 
 

た
と
え
ば
、
日
野
啓
三
は
『
後
進
国
に
お
け
る
現
代
の
課
題
』
と
い
う
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
の
中
で
、
や
や
く
ど
い
位
に
、
前
近
代
、
近
代
、
社
会
主
義
、

と
い
う
一
元
的
な
歴
史
観
と
西
欧
的
な
人
間
観
に
対
す
る
信
仰
に
疑
問
を
提

出
し
て
い
る
が
、
服
部
達
も
そ
の
『
現
代
世
界
考
察
の
方
法
』
の
中
で
「
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
的
な
概
念
の
み
に
頼
つ
て
わ
れ
わ
れ
の
現
実
を
認
識
し
よ
う
と
す

る
こ
と
に
は
、
あ
る
限
界
が
あ
る
」
点
を
精
密
に
指
摘
し
て
、
「
日
本
的
現

実
に
即
し
た
認
識
の
方
法
」
の
必
要
を
強
調
し
て
い
る
。
ま
た
奥
野
健
男
は

中
野
重
治
を
論
じ
て
、
こ
れ
ま
で
の
中
野
重
治
の
評
価
の
仕
方
が
い
か
に
根

本
的
に
誤
つ
て
い
た
か
、
と
彼
自
身
で
も
意
外
だ
つ
た
と
思
わ
れ
る
よ
う
な

結
論
を
大
胆
に
導
き
だ
し
、
そ
の
誤
り
の
根
本
は
こ
れ
ま
で
の
評
家
の
批
評

方
法
が
暗
黙
の
う
ち
に
「
社
会
秩
序
の
内
側
」
つ
ま
り
、
秩
序
か
ら
疎
外
さ

れ
た
民
衆
の
意
識
の
外
側
で
育
つ
た
温
室
育
ち
の
方
法
に
よ
つ
て
い
た
点
を

は
つ
き
り
と
示
し
て
い
る
。 

 
 
 

も
ち
ろ
ん
ま
だ
彼
ら
は
自
分
た
ち
の
予
感
を
充
分
に
展
開
し
て
い
る
と
は

い
い
が
た
い
し
、
言
葉
づ
か
い
や
論
理
の
展
開
の
仕
方
に
無
理
な
と
こ
ろ
、

粗
雑
な
と
こ
ろ
が
少
く

 

マ
マ 

な
い
。
こ
の
点
、
彼
ら
が
本
当
に
「
秩
序
の
外
側
」

に
自
分
た
ち
の
精
神
を
根
拠
づ
け
よ
う
と
し
て
い
る
の
な
ら
ば
、
も
つ
と
「
誰

の
た
め
に
書
く
か
」
と
い
う
問
題
を
考
え
て
い
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。 

 
 
 

し
か
し
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
現
在
の
日
本
の
現
実
と
明
哲
に
対
決
し
よ
う

と
す
る
と
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
そ
の
ま
ま
の
近
代
主
義
的
な

方
法
、
あ
る
い
は
秩
序
の
内
側
の
思
考
法
で
は
、
最
も
根
本
的
な
問
題
の
所

在
が
盲
点
と
な
り
か
ね
な
い
危
険
性
を
彼
ら
は
実
感
し
て
い
る
よ
う
だ
。
認

識
の
方
法
を
変
革
す
る
と
と
も
に
主
体
的
に
自
分
た
ち
の
位
置
を
秩
序
の
外

側
に
意
志
的
に
お
し
や
る
努
力
―
―
そ
れ
が
現
在
の
彼
ら
の
主
題
と
な
つ
て

い
る
ゆ
え
ん
で
あ
ろ
う
。
木
内
公
の
『
現
代
の
ペ
ト
ロ
ニ
ウ
ス
』
、
吉
本
隆

明
の
『
反
逆
の
倫
理
』
、
大
野
正
男
の
『
芥
川
龍
之
介
論
』
な
ど
は
、
こ
う

し
た
既
成
秩
序
へ
の
反
抗
と
い
う
仕
方
で
、
現
実
と
人
間
性
と
の
生
き
生
き

と
し
た
関
係
を
恢
復
し
よ
う
と
す
る
努
力
を
示
し
て
い
る
。
村
松
剛
が
ヴ
ァ

レ
リ
ー
か
ら
サ
ル
ト
ル
へ
の
道
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
の
も
こ
の
こ
と
だ
。 

も
し
か
す
る
と
、
こ
う
し
た
新
し
い
人
た
ち
の
自
主
的
な
努
力
に
よ
つ
て
、

こ
れ
ま
で
不
徹
底
に
し
か
批
判
さ
れ
な
か
つ
た
わ
れ
わ
れ
の
も
ろ
も
ろ
の
壁

や
歪
み
や
盲
点
が
次
第
に
明
ら
か
に
さ
れ
、
思
い
も
か
け
な
か
つ
た
新
し
い

展
望
が
ひ
ら
け
る
端
緒
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
―
―
と
い
う
の
は
、
評
者
の

こ
の
新
し
い
雑
誌
に
対
す
る
強
す
ぎ
る
期
待
で
も
あ
る
。 

  

ま
た
、
荒
正
人
「
同
人
雑
誌
評
」
（
「
文
学
界
」
第
八
巻
第
八
号
、
昭
和
二
十

九
年
八
月
一
日
付
発
行
）
に
は
、
「
今
月
も
幾
つ
か
の
新
し
い
雑
誌
が
創
刊
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
の
な
か
で
現
代
評
論
と
今
日
は
注
目
す
べ
き
季
刊
で
あ
る
。
」
と

し
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
評
言
が
あ
っ
た
。 

  
 
 

前
者
で
は
、
「
現
代
に
つ
い
て
」
を
特
集
し
、
日
野
啓
三
が
「
後
進
国
に

お
け
る
現
代
の
課
題
」
と
い
ふ
文
章
を
マ
ニ
フ
エ
ス
ト
と
し
て
発
表
し
て
ゐ
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る
。 

「
わ
れ
わ
れ
の
門
は
ひ
ら
か
れ
て
い
る
。
後
進
性
に
よ
る
も
の
で
あ
れ
近
代

の
行
詰
り
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
れ
、
わ
れ
わ
れ
の
周
囲
の
非
人
間
性
を
憎

む
も
の
、
真
の
近
代
と
い
う
名
で
呼
ば
れ
よ
う
と
来
る
べ
き
社
会
主
義
社
会

と
い
う
名
で
表
現
さ
れ
よ
う
と
、
現
代
よ
り
も
わ
れ
わ
れ
の
内
心
の
明
ら
か

な
要
求
に
応
え
る
こ
と
の
で
き
る
世
界
を
の
ぞ
む
も
の
、
そ
の
た
め
の
変
革

の
事
実
に
そ
れ
ぞ
れ
の
力
と
知
識
と
技
術
と
努
力
と
希
望
を
賭
け
る
意
志
の

あ
る
す
べ
て
の
人
々
は
わ
れ
わ
れ
の
同
志
で
あ
る
と
わ
れ
わ
れ
は
呼
び
か
け

る
。
」 

 
 
 

私
は
こ
の
広
い
視
野
に
好
感
を
寄
せ
る
。
だ
が
、
近
代
化
の
蜜
月
時
代
を

い
ひ
、
平
和
革
命
の
幻
想
に
つ
い
て
批
判
す
る
と
き
、
こ
の
筆
者
は
、
戦
後

像
の
平
面
図
し
か
捉
へ
て
ゐ
な
い
の
で
は
な
い
と
マ

マ

疑
ふ
。
亀
井
勝
一
郎
は
、

無
血
革
命
と
軍
備
の
撤
廢
を
、
現
代
の
理
想
と
し
て
掲
げ
て
ゐ
る
。
ま
た
、

野
上
彌
生
子
は
、
火
焰
ビ
ン
と
原
子
爆
弾
の
結
び
つ
き
を
指
摘
し
て
ゐ
た
。

「
ビ
キ
ニ
の
灰
」
と
い
ふ
全
く
新
し
い
事
態
に
直
面
し
た
今
日
と
な
つ
て
み

れ
ば
、
こ
の
マ
ニ
フ
エ
ス
ト
は
現
代
の
実
態
か
ら
浮
き
あ
が
つ
て
ゐ
る
。「
平

和
革
命
」
や
「
近
代
化
」
を
乗
り
越
え
て
ゆ
く
智
慧
が
ひ
か
ら
び
て
ゐ
る
。

現
代
を
捕
捉
す
る
に
は
、
マ
ル
ク
ス
の
夢
み
た
人
類
の
地
平
線
と
い
ふ
心
象

に
辿
り
着
か
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
そ
の
点
で
は
、
吉
本
隆
明
の
「
反
逆
の
倫

理
」
（
マ
チ
ュ
ウ
書
試
論
）
の
行
き
方
に
む
し
ろ
期
待
し
た
い
。
日
野
啓
三

は
か
う
い
ふ
も
の
を
勉
強
す
る
必
要
が
あ
る
。 

 

荒
正
人
の
評
言
は
き
び
し
く
、
「
マ
ル
ク
ス
の
夢
み
た
人
類
の
地
平
線
と
い
ふ

心
象
」
に
「
辿
り
着
く
」
こ
と
や
、
吉
本
隆
明
「
反
逆
の
倫
理
」
の
「
行
き
方
」

を
「
勉
強
す
る
」
こ
と
を
慫
慂
し
て
い
る
。
し
か
し
、
「
近
代
化
」
と
い
い
、
「
平

和
革
命
」
と
い
い
、
「
現
代
の
実
態
」
と
い
い
、
す
べ
て
「
人
間
」
や
「
人
類
」

を
「
中
心
」
に
据
え
、
他
の
存
在
は
人
間
的
主
体
の
「
表
象
」
の
対
象
に
変
ず
る

と
い
う
、
「
意
志
」
を
本
性
と
し
た
思
考
で
あ
る
。
「
人
間
」
を
「
中
心
」
に
「
世

界
」
を
見
て
、
天
が
動
く
見
る
天
動
説
と
同
様
の
世
界
観
と
い
っ
て
よ
い
。
当
時

の
荒
正
人
の
「
意
識
の
場
」
は
、
当
時
の
日
野
啓
三
と
同
様
「
人
間
」
に
限
定
さ

れ
て
い
て
、
「
宇
宙
」
に
ま
で
は
拡
大
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
だ
。 

 

Ⅱ 

「
現
代
評
論
」
第
二
号 

  

「
現
代
評
論
」
第
二
号
は
、
奥
野
健
男
、
村
松
剛
、
清
岡
卓
行
、
東
野
芳
明
、

野
島
薫
、
服
部
達
、
大
野
正
男
、
日
野
啓
三
の
八
名
が
編
集
に
当
た
っ
た
。
「
昭

和
二
十
九
年
十
二
月
一
日
発
行
」
「
編
集
人 

奥
野
健
男
」
「
発
行
人 

波
良
彰

一
郎
」
「
発
行
所 

東
京
都
千
代
田
区
神
田
駿
河
台
三
ノ
五 

現
代
文
学
社
」
「
印

刷
所 

株
式
会
社
堀
内
印
刷
所
」
で
あ
っ
た
。
第
二
号
に
所
掲
の
諸
稿
を
目
次
に

準
じ
て
示
す
と
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。 

  

特
集
・
現
代
思
想
家
論 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

7
～
65 

 
 

清
水
幾
太
郎
論 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

浜
田 

新
一 

7
～
12 

 
 

小
林
秀
雄
論
―
教
祖
の
運
命
― 

 
 
 
 
 
 

村
松 

 

剛 

13
～
25 

 
 

中
野
重
治
論
―
思
想
と
自
我
の
む
す
び
つ
き
― 

奥
野 

健
男 

26
～
32 

 
 

伊
藤
整
論
―
伊
藤
整
の
思
想
・
素
描
― 

 
 
 

服
部 

 

達 

33
～
40 

 
 

埴
谷
雄
高
論 

あ
る
い
は
ひ
と
つ
の
精
神
的
悲
劇
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日
野 

啓
三 

41
～
52 
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武
谷
三
男
論
―
思
想
と
実
践
― 

 
 
 
 
 
 

杉
浦 

俊
男 

53
～
65 

 
二
十
世
紀
外
国
文
学
研
究 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

66
～
81 

 
 

ア
ン
ド
レ
・
ジ
イ
ド
論
―
小
説
概
念
の
革
新
（
Ⅰ
）
― 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

若
林 

 

真 

66
～
74 

 
 

ソ
ヴ
エ
ト
文
学
は
ど
う
な
る 

 
 
 
 
 
 
 

工
藤 

幸
雄 

75
～
81 

 

現
代
評
論 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

82
～
95 

 
 
 

⑴
何
が
「
空
白
」
か
―
な
か
の
・
し
げ
は
る
の
『
空
白
』
に
つ
い
て
― 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

武
井 

昭
夫 

82
～
87 

 
 

⑵
革
革
革
命 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

檜
山 

久
雄 

87
～
89 

 
 

⑶
暴
力
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
野 

正
男 

89
～
92 

 
 

⑷
日
本
経
済
の
現
状
―
二
九
年
上
半
期
の
状
態
と
独
占
資
本
の
論
理
― 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
竹
内 

康
宏 

92
～
95 

 

啄
木
伝
承
の
方
向 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
佐
古
純
一
郎 

96
～
101 

 

マ
ル
キ
・
ド
・
サ
ド
評
伝
（
Ⅱ
） 

 
 
 
 
 
 

遠
藤 
周
作 

102
～
106 

 

反
逆
の
倫
理
（
Ⅱ
）
―
マ
チ
ウ
書
試
論
― 

 
 
 

吉
本 

隆
明 

107
～
117 

 

編
集
後
記 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
日 

野
） 

 
 
 

118 

 

日
野
啓
三
の
「
埴
谷
雄
高 

あ
る
い
は
ひ
と
つ
の
精
神
的
悲
劇
に
つ
い
て
」
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
「
先
進
国
」
の
「
近
代
的
思
考
様
式
」
と
「
後
進
国
」
の
「
ア
ジ
ア

的
思
考
様
式
」
と
の
対
立
の
中
心
を
、
「
個
我
」
の
問
題
と
み
て
、
こ
れ
を
支
点

に
ア
ジ
ア
人
と
し
て
の
埴
谷
雄
高
の
「
精
神
的
悲
劇
」
を
論
じ
て
も
の
で
あ
る
。 

劈
頭
日
野
啓
三
は
「
個
物
と
し
て
の
人
間
の
起
源
」
に
関
す
る
「
二
つ
の
伝
説
」

を
紹
介
し
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
『
旧
約
聖
書
』
「
創
世
記
」
の
言
説
と
東

方
的
な
ギ
リ
シ
ア
人
の
言
説
と
で
あ
る
。
前
者
は
「
神
の
意
志
」
に
従
っ
て
、「
神
」

に
「
祝
福
」
さ
れ
て
こ
の
「
世
界
」
に
生
ま
れ
て
き
た
。
だ
が
、
後
者
は
、
「
神

の
意
志
」
に
反
し
「
己
の
邪
悪
な
意
志
」
に
従
っ
て
「
大
い
な
る
全
体
」
か
ら
「
自

ら
」
を
分
離
し
た
と
い
う
の
だ
。
後
者
の
「
個
我
の
実
現
」
は
、
そ
の
本
質
に
お

い
て
「
瀆
神
的
」
で
、
悪
と
呪
い
の
「
悲
劇
」
の
道
で
、
「
死
滅
」
の
宣
告
を
受

け
て
い
る
と
い
う
の
だ
。
日
野
啓
三
は
、
後
者
の
「
東
方
的
な
考
え
方
に
親
近
を

感
じ
る
」
と
い
う
。
こ
の
親
近
感
の
裡
に
、
「
人
間
」
中
心
主
義
の
思
想
か
ら
離

反
す
る
「
素
地
」
が
感
受
さ
れ
る
、
と
い
っ
て
も
よ
か
ろ
う
。 

 

「
巨
大
な
専
制
君
主
を
頭
上
に
戴
き
、
呪
術
と
迷
信
の
鎖
で
縛
ら
れ
た
村
落
共

同
体
社
会
の
内
部
で
、
個
我
を
自
覚
す
る
と
い
う
こ
と
」
そ
れ
は
「
現
在
の
僕
ら

の
想
像
以
上
の
悲
劇
を
伴
つ
て
行
わ
れ
た
」
だ
ろ
う
と
、
日
野
啓
三
は
い
う
。
長

い
歴
史
の
幾
時
代
を
通
じ
平
和
な
共
同
体
意
識
の
中
に
眠
り
こ
ん
で
い
た
「
後
進

国
」
社
会
で
、
早
急
な
「
近
代
化
」
が
行
わ
れ
「
個
我
の
自
覚
」
を
促
さ
れ
る
こ

と
は
、
「
瀆
神
的
」
な
忌
ま
わ
し
い
「
悲
劇
」
で
は
な
い
か
、
と
い
う
の
だ
。
「
こ

れ
ら
の
呪
わ
れ
た
自
我
た
ち
、
意
識
し
て
悪
を
意
志
し
、
罪
を
引
き
受
け
た
魂
た

ち
に
よ
つ
て
、
そ
の
国
の
精
神
史
は
変
革
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
」
と
も
い
う
。 

 

こ
の
国
の
「
個
我
の
自
覚
」
は
、
「
近
代
以
前
的
な
共
同
体
か
ら
の
解
放
の
過

程
」
よ
り
、
む
し
ろ
「
近
代
を
越
え
る
こ
と
を
め
ざ
す
運
動
組
織
か
ら
の
脱
落
の

過
程
」
に
お
い
て
行
わ
れ
た
よ
う
に
み
え
る
。
埴
谷
雄
高
は
、
そ
の
「
最
も
典
型

的
な
一
人
だ
」
と
、
日
野
啓
三
は
い
う
。
そ
れ
は
彼
が
「
か
つ
て
正
式
に
非
合
法

共
産
党
の
党
員
だ
つ
た
事
情
に
よ
る
」
の
だ
ろ
う
と
い
っ
て
い
る
。
彼
は
「
自
分

の
生
身
の
体
か
ら
腕
の
一
本
を
も
ぎ
離
す
よ
う
に
し
て
」
自
分
自
身
を
か
つ
て
「
自

ら
信
じ
た
組
織
か
ら
引
き
抜
い
た
」
の
だ
と
い
い
、
「
彼
の
個
我
の
観
念
に
は
、

恐
ら
く
血
が
滲
ん
で
い
る
」
と
い
う
。
「
死
霊
」
は
、
「
転
向
と
い
う
忌
ま
わ
し

い
事
件
を
と
お
し
て
、
自
我
の
確
立
を
徹
底
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
」
そ
の
「
不
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幸
な
自
覚
」
を
こ
そ
「
根
本
の
モ
チ
ー
フ
」
に
し
て
い
る
、
と
い
う
の
だ
。 

 
「
死
霊
」
に
登
場
す
る
三
人
の
中
心
人
物
。
主
人
公
の
ひ
と
り
で
日
野
啓
三
が

「
日
頃
偏
愛
す
る
」
と
い
う
三
輪
與
志
、
そ
れ
に
首
猛
夫
と
津
田
康
造
と
に
つ
い

て
、
日
野
啓
三
は
詳
細
に
論
じ
て
い
る
。
こ
れ
ら
「
死
霊
」
の
若
者
た
ち
は
、
「
個

我
の
完
全
な
自
己
主
張
」
と
い
う
壮
大
な
「
夢
」
と
、
「
生
け
る
全
体
か
ら
の
恣

意
的
な
分
離
」
に
伴
う
怖
る
べ
き
「
罰
」
と
の
双
方
を
、
負
わ
さ
れ
て
い
る
。
結

論
と
し
て
は
日
野
啓
三
は
、
作
者
の
「
理
知
を
三
輪
與
志
」
が
、
「
行
動
の
情
熱

を
首
猛
夫
」
が
、
「
ア
ジ
ア
人
と
し
て
の
宿
命
を
津
田
康
造
」
が
担
っ
て
い
る
と

い
い
、
彼
ら
は
「
父
な
る
権
威
と
母
な
る
調
和
の
許
か
ら
逃
げ
出
し
た
不
逞
の
子
」

だ
と
い
う
。
「
伝
統
の
も
の
、
公
認
の
も
の
、
大
い
な
る
も
の
、
調
和
的
な
も
の
」

に
「
意
識
し
て
叛
逆
」
し
、
「
新
し
い
も
の
、
個
別
的
な
も
の
、
否
定
的
な
も
の
」

を
「
無
限
に
追
求
」
し
よ
う
と
す
る
と
い
う
。
そ
の
た
め
、
彼
ら
は
作
者
に
代
っ

て
「
荒
廢
と
孤
独
と
破
滅
の
罰
を
背
負
い
ゆ
く
」
と
い
う
の
だ
。 

 

「
転
向
と
い
う
屈
辱
的
な
事
件
」
と
「
自
我
の
自
覚
と
い
う
信
念
甦
生
の
物
語
」

と
が
重
な
る
と
い
う
「
精
神
的
体
験
の
二
重
性
」
、
ま
た
「
ア
ジ
ア
的
停
滞
性
か

ら
の
近
代
化
と
い
う
歴
史
的
使
命
」
と
「
個
物
の
出
現
は
悪
の
初
り
マ

マ

に
他
な
ら
ぬ

と
い
う
形
而
上
学
的
使
命
」
と
を
、
二
つ
な
が
ら
負
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
こ
ろ
に
、

「
作
者
の
悲
劇
的
位
置
」
が
あ
り
、
「
僕
ら
の
精
神
史
の
現
実
」
が
あ
る
と
い
う
。

「
僕
ら
の
魂
が
哭
き
な
が
ら
求
め
て
い
る
も
の
」
そ
れ
は
「
完
璧
な
生
け
る
個
体

と
し
て
の
新
し
い
人
間
の
誕
生
、
個
我
の
自
己
主
張
が
そ
の
ま
ま
調
和
へ
の
讃
歌

と
な
る
よ
う
な
世
界
、
《
わ
れ
生
き
た
り
》
と
生
を
全
的
に
肯
定
し
つ
つ
母
な
る

大
地
に
す
つ
く
と
立
つ
瞬
間
―
そ
の
新
人
、
そ
の
新
し
い
時
」
だ
と
い
い
、
つ
ぎ

の
よ
う
に
結
ん
で
い
る
。 

 

 
 

こ
の
確
信
こ
そ
こ
の
強
烈
な
陰
画
に
も
似
た
否
定
的
精
神
＝
死
霊
た
ち
の
、

陰
惨
で
し
か
も
輝
やマ
マ

か
し
い
物
語
を
支
え
る
眼
に
み
え
ぬ
支
点
で
あ
る
に
相

違
な
い
。
反
対
に
も
し
こ
の
信
じ
ら
れ
ぬ
も
の
を
も
信
じ
る
信
念
と
強
烈
な

悪
の
自
覚
が
な
け
れ
ば
、
古
い
共
同
体
を
離
れ
た
個
我
は
そ
の
ま
ま
生
命
力

と
創
造
力
を
失
い
て
て
マ

マ

枯
れ
て
し
ぼ
む
か
、
あ
る
い
は
再
び
悪
質
な
全
体
へ

の
埋
没
を
夢
み
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。 

 

埴
谷
雄
高
が
、
「
死
霊
」
で
大
き
く
踏
み
こ
ん
で
い
る
新
し
い
次
元
の
問
題
、

「
政
治
と
文
学
」
と
い
う
次
元
と
は
ち
が
う
「
存
在
論
の
領
域
」
、
「
存
在
の
追

求
と
表
現
」
と
い
う
現
代
的
未
来
的
問
題
に
は
、
ま
だ
こ
の
論
考
で
は
言
及
さ
れ

て
い
な
い
。
昭
和
三
十
年
に
入
っ
て
、
日
野
啓
三
の
意
識
は
大
き
く
転
換
し
、
「
存

在
と
文
学
」
が
こ
れ
か
ら
の
「
文
学
の
モ
チ
ー
フ
」
に
な
る
、
と
考
え
る
よ
う
に

な
る
の
だ
。 

な
お
、
こ
の
「
埴
谷
雄
高
あ
る
い
は
ひ
と
つ
の
精
神
的
悲
劇
に
つ
い
て
」
は
、

十
分
の
一
ほ
ど
に
極
度
に
短
縮
さ
れ
て
「
現
代
の
黙
示
録
」
と
題
さ
れ
、
『
死
霊

限
定
版
』
（
近
代
生
活
社
、
昭
和
三
十
一
年
九
月
十
日
付
発
行
）
に
付
さ
れ
た
栞

の
「
死
霊
の
言
葉
」
に
、
武
田
泰
淳
「
死
霊
に
つ
い
て
」
井
上
光
晴
「
岸
壁
に
て

―
埴
谷
雄
高
氏
に
―
」
本
多
秋
五
「
異
邦
人
の
言
葉
」
編
集
部
「
読
者
の
理
解
の

た
め
に
」
と
と
も
に
収
載
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
日
野
啓
三
第
四
の
著
書
『
虚
点
の

思
想
―
動
乱
を
越
え
る
も
の
』
（
永
田
書
房
・
昭
和
四
十
三
年
十
二
月
二
十
五
日

付
発
行
）
に
「
埴
谷
雄
高
『
死
霊
』
論
―
呪
わ
れ
た
も
の
Ⅰ
」
と
改
題
さ
れ
て
全

文
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。 

 

却
説
、
日
野
啓
三
の
「
編
集
後
記
」
に
よ
れ
ば
、
第
二
号
は
「
秋
風
立
つ
頃
に

出
る
は
ず
だ
つ
た
」
と
い
う
。
「
多
分
三
号
か
ら
は
、
新
し
い
季
節
の
訪
れ
ご
と
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に
、
新
し
い
号
を
出
し
て
ゆ
け
る
も
の
と
思
う
」
と
い
い
「
三
号
は
三
月
一
日
発

行
の
予
定
。
昭
和
二
十
九
年
も
終
る
の
で
、
昭
和
二
十
年
代
の
批
判
と
し
て
「
戦

後
十
年
の
諸
問
題
」
を
特
集
す
る
こ
と
に
な
つ
て
い
る
。
」
と
し
て
、
次
の
よ
う

な
「
予
告
」
を
掲
げ
て
い
る
。 

  

現
代
評
論
三
号
予
告 

 

★
戦
後
十
年
の
諸
問
題
★ 

 
 

村
松
剛
・
佐
古
純
一
郎
・
武
井
昭
夫
・
清
岡
卓
行
・
若
林
真
・
檜
山
久
雄
・

奥
野
健
男
・
服
部
達 

 

《
公
開
状
》 

 
 

花
田
清
輝
氏
へ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
木
内 

 

公 

 
 

中
村
光
夫
氏
へ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
日
沼
倫
太
郎 

 
 

竹
内 

好
氏
へ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
日
野 
啓
三 

 

《
今
日
の
問
題
》 

 
 

美
術
・
東
野
芳
明 

世
代
・
矢
島
進 

政
治
・
濱
田
新
一 
（
そ
の
他
） 

 

カ
ミ
ユ
論
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
中
野 

武
彦 

 

叛
逆
の
論
理
（
Ⅲ
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
吉
本 

隆
明 

 

マ
ル
キ
・
ド
・
サ
ド
（
Ⅲ
）
…
…
…
…
…
…
…
遠
藤 

周
作 

 

「
編
集
後
記
」
に
「
僕
ら
は
決
し
て
二
号
や
三
号
で
投
げ
だ
す
よ
う
な
仕
事
を
始

め
た
つ
も
り
は
な
い
」
と
あ
る
が
、
「
現
代
評
論
」
の
第
三
号
は
、
遂
に
日
の
目

を
み
る
こ
と
が
な
い
ま
ま
に
畢
っ
た
。 

 

Ⅲ 

「
新
日
本
文
学
」
の
「
読
書
ノ
ー
ト
」 

 

昭
和
二
十
九
（
一
九
五
四
）
年
後
半
期
日
野
啓
三
は
、
「
新
日
本
文
学
」
に
共

同
執
筆
の
形
で
「
読
書
ノ
ー
ト
」
を
連
載
し
て
い
る
。
署
名
は
「
日
野
啓
」
。
共

同
執
筆
者
が
、
服
部
達
、
奥
野
健
男
等
「
現
代
評
論
」
の
同
人
た
ち
で
あ
る
こ
と
、

ま
た
、
日
野
啓
三
の
小
説
の
処
女
作
「
向
う
側
」
（
「
季
刊
審
美
」
第
二
号
、
昭

和
四
十
一
年
三
月
二
十
四
日
付
発
行
）
が
「
野
火
啓
」
の
筆
名
で
発
表
さ
れ
て
い

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
「
日
野
啓
」
は
「
日
野
啓
三
」
の
筆
名
と
断
じ
て
よ
い
と
思

う
。 

 

猶
、
「
読
書
ノ
ー
ト
」
（
「
新
日
本
文
学
」
第
九
巻
第
十
二
号
、
昭
和
二
十
九

年
十
二
月
一
日
付
発
行
）
に
、
服
部
達
の
つ
ぎ
の
よ
う
な
言
説
が
あ
っ
た
。 

  
 
 

先
日
、
「
新
日
本
文
学
」
の
編
集
部
か
ら
私
の
と
こ
ろ
へ
、
モ
ー
ロ
ア
の

『
ジ
ヨ
ル
ジ
ユ
・
サ
ン
ド
』
（
新
潮
社
）
と
小
田
切
秀
雄
の
『
小
林
多
喜
二
』

（
要
書
房
）
を
送
つ
て
き
た
。
今
日
は
ま
た
、
荒
畑
寒
村
著
『
ひ
と
す
じ
の

道
』
（
慶
友
社
）
と
い
う
の
が
来
て
い
る
。
「
読
書
ノ
ー
ト
」
で
扱
え
、
と

い
う
わ
け
だ
ろ
う
が
、
い
ず
れ
も
こ
ち
ら
か
ら
希
望
し
た
書
物
で
は
な
い
。

書
評
な
ら
と
も
か
く
、
読
書
ノ
ー
ト
と
あ
る
か
ら
に
は
、
自
分
が
読
み
た
い

と
思
つ
て
読
ん
だ
書
物
の
感
想
を
、
自
由
な
形
で
（
む
ろ
ん
公
的
に
発
表
す

る
こ
と
か
ら
来
る
必
然
の
制
約
は
あ
る
わ
け
だ
が
）
書
き
綴
れ
ば
い
い
の
だ
。

と
い
う
風
に
私
と
し
て
は
考
え
て
い
る
。
だ
か
ら
、
送
り
つ
け
ら
れ
た
書
物

は
、
送
り
つ
け
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
だ
け
何
か
縁
遠
い
も
の
に
感

じ
ら
れ
た
。
も
し
か
す
る
と
、
お
前
は
ふ
だ
ん
ロ
ク
で
も
な
い
本
ば
か
り
読

ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
か
ら
、
こ
う
い
う
し
つ
か
り
し
た
も
の
を
読
ん
で
自
己

改
造
を
し
ろ
、
と
言
わ
れ
て
い
る
の
か
も
知
れ
ぬ
、
と
ひ
が
ん
で
み
た
り
し
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た
。 

 
こ
の
言
説
か
ら
推
し
て
、
「
読
書
ノ
ー
ト
」
は
、
「
自
分
が
読
み
た
い
と
思
つ

て
読
ん
だ
書
物
の
感
想
を
、
自
由
な
形
で
書
き
綴
」
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
い
ず

れ
も
「
新
日
本
文
学
」
の
編
集
部
か
ら
「
「
読
書
ノ
ー
ト
」
で
扱
え
、
と
い
う
わ

け
で
」
「
送
り
つ
け
ら
れ
た
書
物
」
の
「
感
想
」
を
「
書
き
綴
」
っ
た
も
の
で
あ

っ
た
よ
う
だ
。
「
日
野
啓
」
の
「
読
書
ノ
ー
ト
」
も
、
そ
の
例
外
で
は
な
か
ろ
う
。 

  
 
 
 
 

七
月
号
の
「
読
書
ノ
ー
ト
」 

 

「
新
日
本
文
学
」
第
九
巻
第
六
号
、
昭
和
二
十
九
年
六
月
号
に
所
掲
の
「
ノ
ー

ト
」
は
、
浜
田
新
一
、
大
野
正
男
、
村
松
剛
の
連
名
で
あ
っ
た
。
こ
の
三
人
は
、

旧
制
一
高
出
身
者
に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
て
い
た
「
世
代
」
（
昭
和
二
十
一
年
七
月

創
刊
、
昭
和
二
十
八
年
二
月
終
刊
）
の
同
人
で
、
「
現
代
評
論
」
に
も
参
加
し
て

い
た
。
七
月
号
（
第
九
巻
第
七
号
、
昭
和
二
十
九
年
七
月
一
日
付
発
行
）
所
掲
の

「
読
書
ノ
ー
ト
」
は
、
服
部
達
、
奥
野
健
男
、
日
野
啓
の
連
名
で
、
「
批
評
の
方

向
」
の
標
題
で
掲
げ
ら
れ
、
六
冊
の
「
書
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
標
題
の

下
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
「
服
部
達
／
奥
野
健
男
／
日
野
啓
」
の
順
に
、
二
冊
づ
つ

担
当
し
た
と
す
る
の
が
穏
当
な
推
定
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
「
日
野
啓
」
の
担

当
は
、
「
未
来
芸
術
学
院
」
叢
書
の
「
エ
レ
ン
ブ
ル
グ
「
作
家
の
仕
事
」
」
と
「
矛

盾
ほ
か
「
新
中
国
の
創
作
理
論
」
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
二
冊
の
「
書
」

を
「
日
野
啓
」
は
、
エ
レ
ン
ブ
ル
グ
著
、
鹿
島
保
夫
訳
『
作
家
の
仕
事
（
未
来
芸

術
学
院
６
）
』
（
未
来
社
、
昭
和
二
十
九
年
五
月
一
日
付
発
行
）
と
茅
盾
、
蕭
殷
、

周
揚
、
胡
可
、
何
基
芳
著
、
中
国
文
学
藝
術
研
究
会
訳
『
新
中
国
の
創
作
理
論
（
未

来
藝
術
学
院
２
）
』
（
未
来
社
、
昭
和
二
十
九
年
三
月
十
日
付
発
行
）
と
で
読
ん

だ
の
で
あ
ろ
う
。 

 

却
説
、
「
ソ
ヴ
エ
ト
の
作
品
は
、
す
べ
て
が
と
と
の
つ
て
い
る
よ
う
で
、
そ
の

く
せ
何
か
が
欠
け
て
い
る
。
」
と
い
う
読
者
の
手
紙
に
対
す
る
回
答
と
し
て
書
か

れ
た
『
作
家
の
仕
事
』О

 писательском труде

で
エ
レ
ン
ブ
ル
グ
は
「
「
生

き
た
人
間
が
欠
け
て
い
る
の
だ
」
と
い
う
以
上
の
こ
と
は
何
も
わ
か
ら
な
い
」
と

書
い
て
い
る
。
日
野
啓
は
、
「
エ
レ
ン
ブ
ル
グ
も
ボ
ケ
て
き
た
な
、
と
思
つ
た
」

よ
う
だ
が
、
「
真
実
は
そ
の
反
対
で
あ
る
」
と
い
う
。
「
読
み
終
つ
て
ナ
ン
ダ
ツ

マ
ラ
ナ
イ
、
と
思
わ
せ
る
よ
う
に
書
く
こ
と
に
よ
つ
て
か
え
つ
て
、
事
態
の
恐
ろ

し
さ
は
ヒ
シ
ヒ
シ
と
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
」
「
む
つ
か
し
い
の
は
、
あ
た
り
ま
え
な

こ
と
が
見
失
わ
れ
て
い
る
事
態
が
い
か
に
容
易
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
こ

と
を
少
し
ば
か
り
非
凡
な
仕
方
で
語
る
こ
と
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
の
だ
。 

 

同
じ
叢
書
の
『
新
中
国
の
創
作
理
論
』
は
、
「
新
中
国
の
第
一
線
批
評
家
、
作

家
た
ち
の
講
演
集
の
ご
と
き
も
の
」
で
あ
る
。
「
こ
れ
を
読
ん
で
ひ
ど
く
感
心
し

た
」
と
い
う
。
「
低
い
理
論
と
高
い
人
間
性
と
が
有
機
的
に
結
び
つ
い
て
い
る
」

と
い
う
の
だ
。
た
と
え
ば
「
矛
盾
マ

マ

は
ま
る
で
小
学
生
の
校
長
先
生
の
よ
う
な
口
調

で
、
毎
日
ノ
ー
ト
を
と
る
こ
と
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
本
を
系
統
的
に
勉
強
す
る
こ

と
、
指
導
的
な
同
志
と
よ
く
話
合
う
こ
と
、
「
人
物
大
綱
」
を
か
い
て
登
場
人
物

を
は
つ
き
り
つ
か
ま
え
る
こ
と
な
ど
を
説
い
て
い
る
。
」
こ
れ
に
対
し
日
野
啓
は

「
文
学
と
は
も
と
も
と
そ
う
し
た
も
の
で
は
な
か
つ
た
か
。
」
と
い
う
の
で
あ
る
。 

  
 
 
 
 

八
月
号
の
「
読
書
ノ
ー
ト
」 

 

「
新
日
本
文
学
」
八
月
号
（
第
九
卷
第
八
号
、
昭
和
二
十
九
年
八
月
一
日
付
発
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行
）
の
「
読
書
ノ
ー
ト
」
は
、
「
小
説
世
界
の
現
情
」
（
「
目
次
」
で
は
「
小
説

世
界
の
現
実
」
）
の
標
題
の
下
、
六
冊
の
「
書
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
本

文
所
載
頁
に
揚
げ
ら
れ
て
い
る
「
服
部
達
／
奥
野
健
男
／
日
野
啓
」
の
順
に
二
冊

づ
つ
担
当
し
た
の
だ
と
す
れ
ば
、
「
日
野
啓
」
の
担
当
は
壷
井
栄
『
岸
打
つ
波
』

（
光
文
社
、
昭
和
二
十
九
年
六
月
十
日
付
発
行
）
と
大
田
洋
子
『
半
人
間
』
（
講

談
社
、
昭
和
二
十
九
年
五
月
五
日
付
発
行
）
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。 

 

こ
の
二
作
品
を
読
ん
で
日
野
啓
は
、
「
社
会
の
矛
盾
」
が
「
集
中
的
に
」
皺
寄

せ
さ
れ
る
「
弱
い
部
分
の
歪
み
」
を
「
現
実
的
に
描
き
出
し
」
て
い
て
、
「
こ
の

時
代
、
こ
の
社
会
の
非
人
間
性
の
全
貌
」
が
「
明
確
に
浮
か
び
上
が
つ
て
く
る
」

と
感
じ
た
と
い
う
。
し
か
し
「
こ
の
社
会
体
制
そ
の
も
の
を
変
革
」
す
る
た
め
に

は
、「
時
代
の
矛
盾
を
自
ら
の
矛
盾
」
と
し
「
現
実
の
悪
を
自
ら
の
内
部
に
耐
え
」
、

自
ら
「
手
を
汚
す
」
こ
と
を
引
き
受
け
「
加
害
者
の
悪
意
」
に
も
対
抗
し
う
る
「
善

意
と
良
心
」
の
文
学
、
新
し
い
歴
史
を
創
っ
て
ゆ
く
「
創
造
者
」
の
文
学
を
考
え

る
必
要
が
あ
る
と
い
う
の
だ
。
「
カ
ラ
マ
ー
ゾ
フ
の
兄
弟
」
の
大
審
問
官
や
「
正

義
の
人
々
」
の
カ
リ
ア
ー
エ
フ
に
共
鳴
を
示
し
た
日
野
啓
三
の
、
当
然
の
言
説
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

  
 
 
 
 

九
月
号
の
「
読
書
ノ
ー
ト
」 

 

「
新
日
本
文
学
」
九
月
号
（
第
九
巻
第
九
号
、
昭
和
二
十
九
年
九
月
一
日
付
発

行
）
の
「
読
書
ノ
ー
ト
」
は
、
「
善
意
と
現
実
」
の
標
題
の
下
、
七
冊
の
「
書
」

が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
「
奥
野
健
男
／
日
野
啓
／
吉
本
隆
明
」
の
順
に
執
筆

者
名
が
掲
げ
ら
れ
、
「
１
」
「
２
」
「
３
」
の
章
分
け
が
な
さ
れ
て
い
る
か
ら
、

こ
の
順
に
各
章
が
担
当
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
「
日
野
啓
」
の
担
当
は
「
２
」
の

石
川
達
三
『
悪
の
愉
し
さ
』
（
講
談
社
、
昭
和
二
十
九
年
六
月
三
十
日
付
発
行
）

と
広
津
和
郎
『
泉
へ
の
み
ち
』
（
朝
日
新
聞
社
、
昭
和
二
十
九
年
七
月
十
五
日
付

発
行
）
と
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
服
部
達
は
、
「
神
経
衰
弱
気
味
」
で
執
筆

困
難
を
申
し
出
、
代
理
に
吉
本
隆
明
を
奥
野
健
男
が
推
挙
し
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 

『
泉
へ
の
み
ち
』
は
「
朝
日
新
聞
」
に
『
悪
の
愉
し
み
』
は
「
読
売
新
聞
」
に
、

各
々
連
載
さ
れ
た
新
聞
小
説
を
書
籍
化
し
た
も
の
だ
。
『
泉
へ
の
み
ち
』
は
、
女

子
大
出
の
婦
人
雑
誌
記
者
を
主
人
公
に
し
て
い
る
。
「
作
者
の
意
図
」
は
、
「
古

い
因
習
や
家
の
束
縛
」
「
物
質
的
な
困
難
」
等
に
煩
わ
さ
れ
な
い
状
況
を
設
定
し

て
、
向
日
的
で
「
真
直
に
健
康
に
〝
生
の
泉
〟
へ
と
の
び
て
ゆ
く
」
新
し
い
女
性

の
典
型
を
描
く
こ
と
に
あ
っ
た
、
と
日
野
啓
は
推
定
す
る
。
「
敗
戦
」
と
い
う
「
犠

牲
」
も
、
こ
う
し
た
「
新
し
い
人
間
」
を
産
み
出
す
「
代
償
」
で
あ
っ
た
の
だ
、

と
い
う
「
感
じ
」
さ
え
抱
く
と
い
う
。
一
方
『
悪
の
愉
し
み
』
の
主
人
公
は
、
平

凡
な
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
あ
る
。
毎
日
同
じ
仕
事
を
無
意
味
に
「
賽
の
河
原
で
石
を

積
む
」
よ
う
に
繰
り
返
し
て
い
る
。
「
作
者
は
こ
の
人
物
を
思
い
切
り
平
凡
で
醜

悪
で
い
や
ら
し
く
描
い
て
い
る
。
」
日
野
啓
は
、
こ
れ
も
ま
た
日
本
「
近
代
の
風

景
」
で
あ
る
、
と
い
う
。
『
泉
へ
の
み
ち
』
を
「
近
代
の
薄
つ
ぺ
ら
い
陽
画
」
だ

と
す
れ
ば
、
『
悪
の
愉
し
み
』
は
「
薄
汚
い
陰
画
」
だ
と
い
う
の
だ
。
「
打
解
の

道
」
は
、
な
い
。
や
が
て
辿
り
着
い
た
「
泉
」
が
「
泥
沼
」
で
し
か
な
く
、
「
悪
」

と
は
「
真
に
恐
る
べ
き
も
の
」
と
気
づ
い
た
と
き
、
「
新
し
い
可
能
性
が
生
れ
る
」

か
も
し
れ
な
い
し
、
「
奇
蹟
が
訪
れ
る
」
か
も
し
れ
な
い
が
、
「
全
然
何
も
な
い
」

か
も
し
れ
な
い
。
「
そ
れ
で
も
い
い
」
「
み
み
つ
ち
い
四
畳
半
で
ぬ
く
ぬ
く
と
尻

を
落
着
け
て
い
る
人
種
」
だ
け
は
大
嫌
い
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。 

  
 
 
 
 

十
月
号
の
「
読
書
ノ
ー
ト
」 
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「
新
日
本
文
学
」
十
月
号
（
第
九
巻
第
十
号
、
昭
和
二
十
九
年
十
月
一
日
付
発

行
）
の
「
読
書
ノ
ー
ト
」
は
、
「
新
風
へ
の
道
」
の
標
題
で
、
「
吉
本
隆
明
／
日

野
啓
／
奥
野
健
男
」
の
順
に
執
筆
者
名
が
掲
げ
ら
れ
、
「
１
」
「
２
」
「
３
」
の

章
分
け
が
な
さ
れ
て
い
る
。
「
日
野
啓
」
の
担
当
と
推
定
さ
れ
る
「
２
」
で
は
、

四
つ
の
作
品
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
四
つ
の
作
品
を
「
日
野
啓
」
は
、

エ
・
ゲ
・
カ
ザ
ケ
ー
ヴ
ィ
チ
著
、
泉
三
太
郎
訳
『
オ
ー
デ
ル
の
春
上
巻
（
ダ
ヴ
ィ

ッ
ド
選
書
）
』
（
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
社
、
昭
和
二
十
九
年
五
月
十
日
付
発
行
）
、
同
『
オ

ー
デ
ル
の
春
下
巻
（
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
選
書
）
』
（
同
、
昭
和
二
十
九
年
六
月
十
日
付

発
行
）
、
ホ
ワ
ン
・
エ
ル
マ
ー
ノ
ス
著
、
松
浪
信
三
郎
訳
『
希
望
の
終
り
（
ダ
ヴ

ィ
ッ
ド
選
書
）
』
（
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
社
、
昭
和
二
十
九
年
七
月
一
日
付
発
行
）
、
茅

盾
著
、
小
野
忍
訳
『
腐
蝕
』
（
筑
摩
書
房
、
昭
和
二
十
九
年
十
月
三
十
日
付
発
行
）
、

ア
ン
ド
レ
・
ス
チ
ー
ル
著
、
河
合
亨
訳
『
最
初
の
衝
突
第
一
部
基
地
の
人
々
』
（
白

水
社
、
昭
和
二
十
八
年
九
月
二
十
日
付
発
行
）
、
同
『
最
初
の
衝
突
第
二
部
大
砲

の
積
み
お
ろ
し
』
（
同
、
昭
和
二
十
九
年
一
月
三
十
日
付
発
行
）
、
同
『
最
初
の

衝
突
第
三
部
パ
リ
は
我
ら
と
と
も
に
』
（
同
、
昭
和
二
十
九
年
八
月
十
五
日
付
発

行
）
な
ど
の
「
書
」
で
読
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。 

 

ま
ず
、
ソ
ヴ
エ
ト
戦
後
文
学
の
代
表
作
家
カ
ザ
ケ
ー
ヴ
ィ
チ
の
『
オ
ー
デ
ル
の

春
』Весна на О

дере

は
、
あ
の
戦
争
が
「
社
会
主
義
の
祖
国
を
守
る
」
と
い

う
「
意
義
」
を
も
ち
、
「
歴
史
の
進
歩
の
側
に
立
つ
」
自
分
た
ち
は
「
必
ず
勝
つ
」

と
い
う
「
確
信
」
に
貫
か
れ
、
「
手
放
し
の
明
る
さ
」
が
全
篇
に
溢
れ
て
い
る
。

一
方
、
エ
ル
マ
ー
ノ
ス
の
『
希
望
の
終
り
』La fine de l’espoin

は
、
フ
ラ
ン

コ
の
弾
圧
下
に
お
け
る
ス
ペ
イ
ン
の
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
の
「
絶
望
の
記
録
」
で
、
茅

盾
の
『
腐
蝕
』
も
「
国
民
政
府
の
女
ス
パ
イ
の
生
活
を
描
い
て
絶
望
の
証
言
文
学
」

で
あ
る
。
日
野
啓
は
、
『
オ
ー
デ
ル
の
春
』
よ
り
も
、
『
希
望
の
終
り
』
や
『
腐

蝕
』
に
証
言
さ
れ
た
「
惨
澹
た
る
事
実
や
無
念
の
思
い
に
も
堪
え
う
る
」
「
巾
と

深
さ
」
が
欲
し
い
と
い
い
、
「
ソ
ヴ
エ
ト
の
も
の
と
い
え
ば
諸
手
を
あ
げ
て
ほ
め

あ
げ
る
一
部
の
ニ
セ
文
学
者
」
を
批
判
。
自
ら
「
社
会
の
現
状
に
相
応
し
た
レ
ア

リ
ズ
ム
の
方
法
を
つ
く
り
あ
げ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
い
い
、
ア
ン
ド
レ
・
ス
テ
ィ

ル
の
『
最
初
の
衝
突
』Le prem

ier choc

の
方
法
を
暗
示
的
だ
と
い
っ
て
紹
介

し
て
い
る
。
ま
ず
「
何
人
も
の
登
場
人
物
の
生
活
を
一
見
無
関
係
の
よ
う
に
並
列

し
て
押
し
す
す
め
、
最
後
で
ひ
と
つ
の
共
通
の
闘
争
の
場
面
に
し
ぼ
っ
て
ゆ
く
」

映
画
的
な
構
成
法
。
い
ま
ひ
と
つ
は
「
作
者
が
登
場
人
物
の
内
部
に
も
ぐ
り
こ
む
。

作
者
と
と
も
に
読
者
も
小
説
の
中
に
入
り
こ
む
。
登
場
人
物
と
と
も
に
読
者
も
考

え
る
。
」
こ
れ
は
、
観
客
を
劇
の
中
に
参

加

ア
ン
ガ
ジ
エ

さ
せ
る
「
実
存
主
義
演
劇
」
に
似
た

方
法
で
あ
る
。
二
つ
の
方
法
に
よ
っ
て
「
登
場
人
物
の
一
人
一
人
が
内
か
ら
と
外

か
ら
と
立
体
的
に
描
か
れ
、
集
団
全
体
が
立
体
的
に
描
か
れ
る
」
と
い
う
の
だ
。 

 

『
希
望
の
終
り
』
の
巻
頭
に
付
さ
れ
た
ジ
ャ
ン
・
ポ
ー
ル
・
サ
ル
ト
ル
の
序
文

「
本
書
の
た
め
に
」
（
５
～
７
頁
）
を
「
出
色
の
名
文
章
」
と
称
賛
し
、
『
最
初

の
衝
突
』
の
紹
介
で
は
「
サ
ル
ト
ル
た
ち
の
実
存
主
義
演
劇
の
方
法
」
の
有
効
性

を
指
摘
す
る
な
ど
、
『
存
在
と
無
』L'être et le néant

の
著
者
の
文
業
に
強
い

関
心
を
示
し
て
い
て
、
人
間
中
心
主
義
の
世
界
観
か
ら
の
脱
却
の
兆
し
が
感
受
さ

れ
て
目
を
牽
く
。 

  
 
 
 
 

十
一
月
号
の
「
読
書
ノ
ー
ト
」 

 

「
新
日
本
文
学
」
十
一
月
号
（
第
九
巻
第
十
一
号
、
昭
和
二
十
九
年
十
一
月
一

日
付
発
行
）
の
「
読
書
ノ
ー
ト
」
は
、
「
起
伏
の
あ
る
潮
流
」
の
標
題
で
、
★
印
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に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
た
二
つ
の
文
章
が
「
日
野
啓
／
奥
野
健
男
」
の
名
で
掲
げ
ら

れ
、
各
文
末
に
は
（
日
野
啓
）
（
奥
野
健
男
）
の
名
が
あ
る
。
「
日
野
啓
」
担
当

の
文
章
で
は
、
三
冊
の
「
書
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。 

 

ま
ず
、
中
野
重
治
『
む
ら
ぎ
も
』
（
講
談
社
、
昭
和
二
十
九
年
八
月
三
十
日
付

発
行
）
。
大
正
と
昭
和
と
の
境
い
目
の
頃
の
東
京
帝
大
を
舞
台
に
、
「
新
人
会
」

の
組
織
に
身
を
置
く
安
吉
を
主
人
公
に
し
、
「
唯
一
の
正
し
い
青
春
」
を
描
い
て

い
る
、
と
日
野
啓
は
い
う
の
だ
。
作
者
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
は
、
「
ア
ジ
ア
の
貧
し

い
農
民
の
、
丁
度
雑
草
の
よ
う
に
根
強
い
心
だ
」
と
い
う
。
「
脚
は
大
地
に
密
着

し
、
自
分
の
素
足
の
黙
々
た
る
歩
み
以
外
を
信
じ
な
い
」
。
「
遅
々
と
し
て
確
実

に
」
「
弛
緩
す
る
こ
と
な
い
歩
み
の
も
つ
正
し
さ
」
。
こ
こ
に
「
西
洋
人
に
は
理

解
で
き
な
い
」
「
ア
ジ
ア
に
お
け
る
コ
ミ
ユ
ニ
ズ
ム
の
道
行
き
の
本
質
が
あ
る
」

と
い
う
。
こ
の
主
人
公
に
日
野
啓
は
、
中
村
真
一
郎
た
ち
の
い
う
「
二
十
世
紀
小

説
」
的
「
シ
ヤ
レ
た
手
法
」
と
は
異
な
る
「
些
細
な
こ
と
も
お
ろ
そ
か
に
し
な
い

着
実
さ
」
と
「
自
由
に
感
じ
考
え
よ
う
と
す
る
ゆ
た
か
な
精
神
」
を
見
る
の
で
あ

る
。 

 

そ
の
あ
と
、
二
人
の
女
流
作
家
の
短
篇
集
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
『
月
夜
の
傘
』

（
筑
摩
書
房
、
昭
和
二
十
九
年
八
月
十
日
付
発
行
）
の
作
者
壷
井
栄
は
「
自
分
の

ペ
ー
ス
を
身
に
つ
け
て
お
り
、
無
理
な
背
の
び
を
し
て
い
な
い
」
と
、
そ
の
「
活

動
ぶ
り
」
に
「
好
感
」
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
「
こ
の
程
度
の
純
粋
に
女
性

的
で
、
幾
分
感
傷
的
な
反
戦
調
で
は
、
戦
争
を
導
く
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
巨
大
な
必
然

性
や
、
軍
国
主
義
者
の
怒
号
に
対
し
て
あ
ま
り
に
無
力
だ
」
と
い
い
、
「
女
の
悲

し
さ
」
に
「
余
り
も
た
れ
か
か
る
と
、
甘
さ
が
に
じ
み
出
す
」
と
批
判
し
て
い
る
。

『
黄
色
い
煙
』
（
筑
摩
書
房
、
昭
和
二
十
九
年
八
月
二
十
五
日
付
発
行
）
の
作
者

佐
多
稲
子
は
、「
自
分
の
ペ
ー
ス
」
を
定
め
て
お
ら
ず
「
腰
が
す
わ
つ
て
い
な
い
」
。

そ
の
作
品
は
「
モ
チ
ー
フ
の
醗
酵
が
足
ら
な
い
」
と
い
い
、
「
も
う
一
度
、
戦
争

責
任
の
問
題
を
冷
静
に
自
己
批
判
し
て
、
そ
れ
か
ら
出
直
し
た
方
が
よ
い
」
と
、

作
者
の
「
甘
え
」
を
き
び
し
く
批
判
し
て
い
る
。 

 

当
時
の
日
野
啓
三
の
「
い
か
に
生
く
べ
き
か
」
「
わ
れ
ら
何
を
な
す
べ
き
か
」

に
つ
い
て
の
考
え
が
、
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
「
ノ
ー
ト
」
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。 

  
 
 
 
 

十
二
月
号
の
「
読
書
ノ
ー
ト
」 

 

「
新
日
本
文
学
」
十
二
月
号
（
第
九
巻
第
十
二
号
、
昭
和
二
十
九
年
十
二
月
一
日

付
発
行
）
で
は
、
「
読
書
ノ
ー
ト
」
の
標
題
で
「
服
部
達
／
日
野
啓
／
奥
野
健
男
」

の
筆
者
名
が
掲
げ
ら
れ
、
各
文
末
に
こ
の
三
者
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

日
野
啓
の
文
章
は
、
「
あ
る
も
の
が
意
味
を
も
つ
の
は
他
者
と
の
関
係
に
お
い

て
だ
け
で
あ
る
。
」
と
始
め
ら
れ
て
い
る
。
当
時
彼
が
関
心
を
示
し
て
い
た
サ
ル

ト
ル
の
著
作
の
影
響
を
感
じ
さ
せ
る
。
現
代
に
お
け
る
人
間
に
と
っ
て
の
「
絶
対

的
な
生
の
意
味
づ
け
の
根
拠
」
は
、
「
神
」
と
「
歴
史
」
と
で
、
「
神
の
存
在
」

と
「
歴
史
の
進
歩
」
と
を
「
神
話
」
と
し
て
し
か
感
じ
ら
れ
な
く
な
っ
た
状
態
は

「
絶
対
的
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
」
で
、
そ
こ
で
そ
の
人
の
「
人
生
」
は
、
「
意
味
を
失
う
」

と
い
う
の
だ
。 

 

三
島
由
紀
夫
の
短
篇
集
『
鍵
の
か
か
る
部
屋
（
昭
和
名
作
選
５
）
』
（
新
潮
社
、

昭
和
二
十
九
年
十
月
十
五
日
付
発
行
）
を
読
む
と
「
行
間
に
研
ぎ
す
ま
さ
れ
た
刃

物
が
ち
ら
つ
く
」
の
を
み
る
思
い
が
し
、
「
世
界
と
の
温
い
マ

マ

関
係
を
未
練
な
く
断

ち
切
ろ
う
と
す
る
冴
え
」
を
感
じ
る
、
と
日
野
啓
は
い
う
。
三
島
由
紀
夫
の
小
説

に
必
ず
「
血
」
が
出
て
く
る
の
は
、
「
世
界
と
自
分
と
の
紐
帯
」
を
、
「
他
の
人

間
と
の
関
係
」
を
、
「
自
分
の
生
存
の
意
味
を
仮
託
す
る
あ
ら
ゆ
る
も
の
」
を
、
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「
非
情
」
に
断
ち
切
る
た
め
で
あ
る
。
「
血
」
は
「
覚
悟
の
証
」
で
あ
り
、
「
達

成
の
徴
」
だ
と
い
う
。
彼
は
「
石
こ
ろ
や
木
片
を
み
る
」
の
と
同
様
に
「
他
人
を

見
る
」
に
ち
が
い
な
い
、
と
い
う
の
だ
。
最
近
作
『
鍵
の
か
か
る
部
屋
』
に
は
、

彼
が
「
完
全
に
無
意
味
な
状
態
」
に
ま
で
辿
り
つ
い
た
「
自
分
の
状
態
」
を
、
「
凝

視
」
し
は
じ
め
た
「
証
拠
」
が
み
ら
れ
る
、
と
い
う
。
『
鍵
の
か
か
る
部
屋
』
の

よ
う
な
「
暗
す
ぎ
る
作
品
」
と
『
潮
騒
（
長
篇
書
き
下
し
叢
書
４
）
』
（
新
潮
社
、

昭
和
二
十
九
年
六
月
十
日
付
発
行
）
の
よ
う
な
「
明
る
す
ぎ
る
作
品
」
と
を
、
「
ほ

ぼ
同
じ
頃
に
書
か
ね
ば
な
ら
な
く
な
つ
た
と
い
う
こ
と
」
に
、
彼
の
「
絶
望
的
状

態
」
を
感
ず
る
と
、
日
野
啓
は
い
う
の
だ
。
「
暗
す
ぎ
る
陽
画
」
と
「
明
る
す
ぎ

る
陰
画
」
と
の
「
対
象
は
同
一
」
で
、
「
絶
対
的
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
」
だ
と
い
う
の
だ
。

こ
れ
は
優
れ
た
見
解
で
あ
る
。
「
絶
対
的
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
」
と
は
、
換
言
す
れ
ば
、

「
人
間
」
を
「
主
体
」
と
す
る
「
世
界
観
」
か
ら
の
脱
却
と
い
う
こ
と
で
も
あ
ろ

う
。
「
人
間
」
に
と
っ
て
の
「
意
味
」
と
い
う
色
眼
鏡
を
か
け
て
「
世
界
」
を
見

な
い
で
、
裸
眼
で
直
接
に
「
世
界
」
を
見
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
当

時
の
「
日
野
啓
」
は
、
「
彼
は
現
代
の
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
を
最
も
正
し
く
表
現
し
て
い

る
現
代
作
家
の
ひ
と
り
だ
」
と
い
い
な
が
ら
、
彼
は
「
フ
ア
シ
ズ
ム
の
非
人
間
性

を
否
定
す
る
に
足
る
よ
う
な
何
ら
か
の
真
実
を
表
現
し
よ
う
と
し
て
い
な
い
」
と

「
指
摘
」
し
「
文
学
と
と
も
に
人
間
を
も
僕
は
信
じ
た
い
」
と
結
ん
で
い
る
。
こ

こ
で
日
野
啓
の
い
う
「
真
実
」
と
は
、
「
人
間
」
に
と
っ
て
の
「
意
味
」
で
あ
ろ

う
。 同

じ
叢
書
の
井
上
靖
『
末
裔
（
昭
和
名
作
選
４
）
』
（
新
潮
社
、
昭
和
二
十
九

年
十
月
十
五
日
付
発
行
）
。
三
島
由
紀
夫
が
「
す
べ
て
を
拒
も
う
」
「
何
も
信
じ

ま
い
」
と
す
る
と
き
、
井
上
靖
は
「
ひ
と
つ
の
も
の
を
懸
命
に
か
ば
い
守
ろ
う
」

と
し
「
ひ
と
つ
の
こ
と
だ
け
を
信
じ
よ
う
」
と
し
て
い
る
。
井
上
靖
が
守
ろ
う
と

す
る
「
ひ
と
つ
の
真
実
」
と
は
、
「
人
間
の
生
き
る
淋
し
さ
」
の
よ
う
な
も
の
で

は
な
い
か
と
、
日
野
啓
は
い
う
。
井
上
靖
の
文
学
の
基
礎
構
造
は
、
短
篇
「
利
休

の
死
」
に
よ
く
出
て
い
る
。
秀
吉
と
利
休
と
の
対
立
を
通
し
て
「
こ
の
世
で
一
番

貴
い
も
の
」
が
示
さ
れ
る
の
だ
が
、
「
対
立
の
さ
せ
方
」
が
「
機
械
的
」
だ
と
批

判
す
る
。
井
上
靖
が
「
ひ
と
つ
の
も
の
を
懸
命
に
守
ろ
う
」
と
す
る
の
に
対
し
、

長
谷
川
四
郎
の
『
赤
い
岩
』
（
み
す
ず
書
房
、
昭
和
二
十
九
年
九
月
三
十
日
付
発

行
）
は
、
「
楽
々
と
ひ
と
つ
の
こ
と
に
し
か
関
心
を
示
さ
な
い
」
。
井
上
靖
の
よ

う
に
「
機
械
的
に
反
撥
」
し
た
り
、
長
谷
川
四
郎
の
よ
う
に
「
う
ま
く
す
り
ぬ
け

る
」
だ
け
で
は
、
作
品
の
感
動
は
弱
く
か
ぼ
そ
い
。
そ
の
点
日
野
啓
は
、
彼
ら
の

「
さ
さ
や
か
な
人
間
性
」
よ
り
、
む
し
ろ
三
島
由
紀
夫
の
「
危
険
な
非
人
間
性
」

の
方
を
好
む
、
と
い
う
の
だ
。
「
実
際
に
作
品
を
読
ん
だ
と
き
」
の
こ
の
「
僞
ら

ぬ
印
象
」
が
、
や
が
て
日
野
啓
三
に
、
あ
ざ
や
か
な
転
換
を
示
す
「
三
島
由
紀
夫

論
」
（
『
昭
和
の
作
家
た
ち
Ⅲ
（
現
代
作
家
論
叢
書
７
）
』
英
宝
社
、
昭
和
三
十

年
十
一
年
三
十
日
付
発
行
）
を
執
筆
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
〈
一
九
五
五
・
八
・
八
、

執
筆
〉
の
こ
の
稿
に
お
い
て
日
野
啓
三
は
、
「
《
い
か
に
生
く
べ
き
か
》
と
か
《
わ

れ
ら
何
を
な
す
べ
き
か
》
と
い
つ
た
風
な
問
い
を
自
ら
に
問
う
こ
と
」
は
し
な
い

と
、
「
人
間
」
を
「
主
体
」
と
す
る
「
世
界
観
」
か
ら
の
脱
却
を
宣
言
。
「
自
分

は
果
し
て
存
在
し
て
い
る
の
か
、
と
い
う
底
深
い
問
い
」
を
発
し
て
、
「
路
傍
の

小
石
や
窓
外
の
樹
の
枝
と
同
じ
よ
う
に
《
そ
れ
が
唯
そ
こ
に
在
る
》
と
い
う
以
上

の
何
の
意
味
も
必
要
と
し
な
い
確
実
な
存
在
と
化
し
た
い
と
い
う
さ
さ
や
か
な
願

い
」
を
抱
く
よ
う
に
な
る
の
だ
。 

 付
記 

引
用
文
中
の
仮
名
遣
い
は
原
文
の
ま
ま
と
し
た
。 

（
や
ま
の
う
ち 

し
ょ
う
し
） 
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